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論

反
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討
論

　
　
　
　
幅
田
千
富
美

�

　
合
併
後
三
年
目
の
十
九
年

度
一
般
会
計
予
算
は
自
治
体

い
じ
め
、
国
の
言
い
な
り
、

弱
い
も
の
い
じ
め
、
職
員
い

じ
め
、
農
村
破
壊
の
予
算
案

で
あ
る
。
バ
ス
事
業
、
こ
し

き
保
育
所
建
設
、
中
学
二
年

生
ま
で
三
十
三
人
学
級
の
町

単
独
の
積
極
的
な
事
業
が
あ

る
け
れ
ど
、
地
方
行
革
、
伯

耆
町
の
行
政
改
革
２
０
０
５
、

職
員
定
数
削
減
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
施
策
は
住
民
サ

ー
ビ
ス
や
補
助
金
の
カ
ッ
ト

な
ど
町
民
に
痛
み
を
押
し
つ

け
て
い
る
。
納
税
報
奨
金
が

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
、

自
治
交
付
金
が
整
理
さ
れ
て

い
な
い
。
福
祉
、
保
健
、
医

療
の
切
り
捨
て
、
上
下
水
道

料
金
引
き
上
げ
な
ど
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
弱
い
人
の
暮

ら
し
を
守
り
、
安
全
安
心
な

農
業
を
守
る
町
独
自
の
保
護

施
策
が
な
い
予
算
で
あ
る
。

　
同
和
事
業
は
す
で
に
終
了

後
五
年
に
な
る
が
営
々
と
続

け
て
い
る
。
固
定
資
産
税
の

減
免
な
ど
優
遇
施
策
が
聖
域

と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々
な
問
題

が
あ
る
予
算
に
は
反
対
で
あ

る
。

�

　
　
　
　
中
田
　
壽
國

　
総
額
百
八
億
四
千
七
百
万

円
、
一
般
会
計
六
十
四
億
二

千
七
百
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
各
会
計
と
も
町
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
き

め
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
慎
重

に
審
査
し
た
も
の
で
あ
り
、

質
疑
書
を
提
出
し
回
答
を
得

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
十
九
年
度
は
起
債
償
還
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
大
変
苦
心
さ

れ
た
予
算
で
あ
る
と
考
え
る
。�

　
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計

や
老
人
保
険
会
計
な
ど
他
会

計
に
八
億
三
千
二
百
万
円
が

繰
り
出
さ
れ
て
お
り
、
十
八

年
度
に
比
べ
一
億
六
千
六
百

万
円
増
と
な
っ
て
い
る
。
命

と
健
康
の
た
め
に
支
出
全
体

の
十
二
・
九
五
％
を
占
め
て

い
る
会
計
で
あ
る
。

　
以
上
特
別
委
員
長
報
告
の

と
お
り
賛
成
す
る
。

��

　
　
　
　
大
森
　
英
一

�

　
十
九
年
度
予
算
は
計
画
か

ら
実
施
へ
向
か
う
予
算
で
結

果
を
出
し
て
頂
き
た
い
と
考

え
る
。
反
対
者
は
人
権
施
策

に
は
否
定
的
な
発
言
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

発
言
の
中
に
は
恣
意
的
な
内

容
が
散
見
さ
れ
る
。

　
い
ま
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
一
体
化
し
よ
う
と
す

る
と
き
マ
ン
パ
ワ
ー
の
質
を

い
か
に
高
め
ら
れ
る
か
が
求

め
ら
れ
て
お
り
人
権
感
覚
が

不
可
欠
で
あ
る
。
同
和
事
業

が
聖
域
と
い
う
が
文
化
セ
ン

タ
ー
が
担
っ
て
い
る
の
は
同

和
問
題
よ
り
あ
ら
ゆ
る
人
権

問
題
の
取
り
組
み
が
増
え
て

い
る
。
反
対
者
が
人
権
の
何

に
貢
献
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
一
般
施
策
で
せ
よ
と
言

い
、
自
分
の
目
的
に
対
し
て

は
特
別
扱
い
を
求
め
る
発
言

は
整
合
性
の
か
け
ら
も
な
く

独
善
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て

お
く
。

予算に対する
討　論

予算に対する
討　論
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（
主
な
意
見
抜
粋
）

　
○
　
町
単
独
補
助
事
業
の
補
助
率
変
更
を
住
民
に
周
知
さ

　
　
れ
た
い
。

　
○
　
ゴ
ミ
集
積
所
整
備
を
強
力
に
推
進
さ
れ
た
い
。

　
○
　
住
民
検
診
の
受
診
率
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

　
○
　
溝
口
小
学
校
図
工
室
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

　
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員

長
　
田
辺
公
教
）
で
は
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
ほ
か
特
別
会
計
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
ど
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論



協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

○
伯
耆
町
型
バ
ス
事
業
に
関
す
る
条
例�

　
町
内
全
域
の
バ
ス
運
行
を
す
る
た
め
の
条
例
設
置
を
し
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
乗
車
料
金
等
も
決
定
し
ま
し
た
。

○
企
業
立
地
促
進
条
例�

　
企
業
の
進
出
を
促
進
す
る
た
め
、
町
有
工
業
団
地
購
入
の

助
成
制
度
や
新
規
雇
用
に
対
す
る
奨
励
金
制
度
を
条
例
で
定

め
ま
し
た
。

�

○
お
に
っ
子
ラ
ン
ド
条
例
の
改
正�

　
お
に
っ
子
ラ
ン
ド
を
無
料
開
放
し
運
営
方
法
を
変
更
す
る

た
め
の
条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。
�

○
町
職
員
定
数
条
例
の
改
正�

　
現
在
百
七
十
三
人
の
職
員
定
数
を
部
局
に
関
係
な
く
全
体

で
百
六
十
六
人
に
減
ず
る
も
の
で
、
今
後
の
職
員
定
数
管
理

計
画
で
は
百
四
十
五
人
ま
で
減
ず
る
計
画
で
す
。

�

○
町
特
別
職
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例�

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平
成
十
九
年
度
町
長
は
月
額
四

万
円
、
副
町
長
は
三
万
二
千
円
、
教
育
長
は
三
万
円
を
減
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
町
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例�

　
一
般
職
員
の
給
与
を
五
級
以
上
の
職
員
は
五
％
、
三
級
〜

四
級
の
職
員
は
四
％
、
一
級
〜
二
級
の
職
員
は
三
％
減
ず
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

○
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例�

　
議
員
提
案
に
よ
り
、
議
員
の
報
酬
を
議
長
は
一
万
三
千
円
、

議
員
は
七
千
円
減
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

○
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正�

　
六
級
の
職
に
会
計
管
理
者
、
参
事
監
を
追
加
す
る
よ
う
改

正
し
ま
し
た
。

�

○
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）�

　
工
事
、
災
害
復
旧
等
の
確
定
に
伴
う
総
額
三
千
百
万
円
の

減
額
補
正
で
あ
る
が
、
当
初
予
算
で
取
り
崩
し
た
基
金
へ
五

千
五
百
万
円
積
み
立
て
る
な
ど
、
補
正
後
の
額
は
六
十
八
億

千
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

可決された主な議案可決された主な議案可決された主な議案
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